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再
稼
働
審
査
の
申
請
か
ら
ま
る
５
年
。

北
電
は
申
請
を
撤
回
し
、
泊
原
発
力‐
ら
撒
退
世
よ
Ｊ
こ
元
気
に
ア
ピ
ー
ル

１
７
・８
七
夕
集
会
・パ
レ
ー
ド
に
約
１
０
０
人
。
夏
祭
り
で
賑
わ
う
中
、
軽
ト
ラ
先
頭
に
行
進
―

戦
争
を
許
さ
な
い
市
民
の
風
北
海
道
の
音
楽
隊
が
替
え
歌
で
“
泊
原
発
い
ら
な

い
”
な
ど
さ
わ
や
か
な
演
奏
で
反
原
発
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
後
、
快
晴
に
恵
ま
れ
た

札
幌
大
通
公
園
西
３
丁
目
広
場
で
午
後
１
時
か
ら
泊
原
発
を
再
稼
働
さ
せ
な
い

Ｓ
ｈ

ｕ
ｔ
泊

の
川
原
茂

雄
共
同
代
表
が
司
会
・進
行

し
、
「
７
月
８
日
は
５
年
前

の
今
日
、
北
電
が
再
稼
働
申

請
を
規
制
委
員
会
に
行

っ

た
日
で
す
。
ゝ
」
の
５
年
間
原

発
は
動
い
て
い
ま
せ
ん
。
泊

原
発
を
再
稼
働
さ
せ
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
日
の

見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
な
ど
、
審
査
は
完
全
に

行
き
詰
ま

っ
て
い
ま
す
。
北
電
に
は
原
発
を
立
地
す

る
資
格
も
運
転
す
る
能
力
も
な
い
。
こ
の
際
北
電
は
、

潔
く
再
稼
働
を
断
念
し
、
申
請
を
撤
回
す
べ
き
だ
」

な
ど
と
訴
え
ま
し
た
。

泊
原
発
の
廃
炉
を
め
ざ
す
会
の
常
田
益
代
共
同

代
表
は
、
５
年
前
の
７
月
８
日
、
北
電
は
規
制
委
員

会
に
泊
原
発
１
、
２
、
３
号
機

の
審
査
を
申
請
し
た
が
、
１
、

２
号
機
は
出
鱈
目
な
中
請
書

を
提
出
し
、
出
し
直
し
さ
せ
ら

れ
た
経
過
が
あ
る
こ
と
、
今
年

７
月
４
日
に
名
古
屋
高
裁
金

沢
支
部
が
、
２
０
１
４
年
５
月

に
大
飯
原
発

の
運
転
差
止
を

決
定
し
た

一
審

の
福
井
地
裁 北

海
道
連
絡
会

〈市
川
守
弘
代
表
〉
主
催
の

「泊
原
発
再
稼
働
さ
せ
な
い
１
７

８
七
夕
集
会

・
パ
レ
ー
ド
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

七
夕
集
会

・
パ
レ
ー
ド
を
成
功
さ
せ
、
再
稼
働
さ
せ

な
い
運
動
を

一
層
広
げ
て
い
き
ま
し
よ
う
」
と
挨
拶
。

次
い
で
北
海
道
連
絡
会
加
盟
の
３
団
体
代
表
が

ス
ピ
ー
チ
。
道
原
発
連
の
米
谷
道
保
代
表
委
員
は
、

「北
電
は
泊
原
発
の
再
稼
働

の
審
査
を
規
制
委
員

会
に
申
請
し
て
５
年
も
経

つ
の
に
、
敷
地
内
の
断
層

が
活
断
層
で
な
い
こ
と
を
裏
付
け
る
火
山
灰
層
を

の
憲
法
原
則
を
踏
ま
え
た
人
格
権
こ
そ
最
優
先
す

べ
き
と
の
画
期
的
判
決
を
覆
し
、
原
発
の
廃
止
や
禁

止
の
当
否
に
つ
い
て
の
司
法
判
断
を
放
棄
、
運
転
を

可
と
す
る
無
責
任
な
判
決
を
下
し
た
こ
と
を
批
判
、

「
一
人

一
人
の
意
思
を
束
ね
、
粘
り
強
く
た
た
か
っ

て
い
き
ま
し
よ
う
」
な
ど
と
訴
え
ま
し
た
。

後
志

・
原
発
と

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
考
え
る
会
の
藤
井

俊
宏
共
同
代
表
は
、
８
月
１
８
、
１
９
日
の

「と
ま

ロ
ッ
ク
ｉｎ
岩
内
」
集
会
の
成
功
の
た
め
の
支
援
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
道
労
連
が

「泊
原
発
を
再
稼
働
さ
せ
な

い
！
七
タ
パ
レ
ー
ド
」
と
横
断
幕
で
飾

っ
た
軽
ト
ラ

を
先
頭
に
、
「泊
原
発
再
稼
動
反
対
―
」
「原
発
な
く

て
も
電
気
は
足
り
て
る
」
「原
発
い
ら
な
い
」
な
ど

と

コ
ー
ル
し
な
が
ら
パ
レ
ー
ド
、
４
番
街
祭
り
で
賑

わ
う
な
か
声
援
が
飛
ぶ
な
ど
注
目
を
集
め
ま
し
た
。
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「
原
発
事
故
か
ら
８
年
目
の
福
島
の
今
」
写
真
晨
と
ス
う
イ
ド
シ
ョ
ー

札
幌
０
駅
前
地
下
歩
行
空
間
（千
カ
ホ
）で
ロ
ン
グ
ラ
ン
行
動

―
原
発
連
加
盟
労
組
、
民
主
団
体
に
泊
原
発
廃
炉
の
会
、
脱
原
発
北
電
株
主
の
会
も
応
援
に
―

道
原
発
連
と
国
民
大
運
動
道
実
行
委
は
７
月
９
日
、
道
原
発
連
が
５
月
下
旬
に
実
施
し
た
原
発
事
故
被
災

地

・
福
島
視
察
ツ
ア
ー
の
カ
ラ
ー
写
真
パ
ネ
ル
展
を
、
午
前
１
０
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
、
札
幌
駅
前
の
地
下

歩
行
空
間

（チ
カ
ホ
）
の
展
示
会
場
で
実
施
し
ま
し
た
。

写
真
展
と
同
時

に
写

真
を
壁
に
映
す

ス
ラ
イ

ド

シ

ョ
ー
も
終
日
実
施

時

々
写
真
と

ス
ラ
イ
ド

シ

ョ
ー
を
見
に
立
ち
寄

る
人
も
い
て
、
「福
島
を

忘
れ
な

い
！
」
支
援
と

連
帯

の
広
報
活
動
と
な

り
ま
し
た
。

ど
道
原
発
連
加
盟
の
諸
団
体
が
参
加
、
終
日
熱
心
に

写
真
展
の
案
内
と
署
名

へ
の
協
力
を
代
わ
る
代
わ

。
　

る
訴
え
ま
し
た
。
ほ
か
に

脱
原
発
を
め
ざ
す
北
電

株
主

の
会
や
泊
原
発
の

廃
炉
を
め
ざ
す
会

の
メ

ン
バ
ー
も
数
時
間
に
わ

た

っ
て
応
援
に
駆
け

つ

け
て
く
れ
、
終
日
に
ぎ
わ

い
の
あ
る
取
り
組
み
と

な

り
ま

し
た
。

泊
原
発
を
再
稼
働
さ
せ
な
い
道
民
署
名

３
４
０
筆

写
真
展
と
並
行
し
て
泊
原

発
を
再
稼
働
さ
せ
な
い
道
民

署
名
を
、
福
島

へ
の
連
帯
活

動
と
位
置
付
け
て
取
り
組
み

ま
し
た
。
７
時
間
に
わ
た
る

ロ
ン
グ
ラ
ン
行
動
に
、
道
労

連
、
新
婦
人
の
会
、
北
商
連
、

道
民
医
連
、
共
産
党
、
道
母

親
連
絡
会
、
道
Ａ
Ａ
Ｌ
Ａ
な

月
２
回
昼
休
み
３
０
分
間

再
稼
働
さ
せ
な
い
道
民
署
名

―
休
ま
ず
実
施
～
原
発
連
と
国
民
大
運
動
―

☆
６
ｏ２
６
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
デ
ー
で
３
０
筆

☆
７
ｏｌ
ｌ
イ
レ
ブ
ン
ア
ク
シ
ョ
ン
で
２
８
筆

◎

道

原

発

連

受
け

取
り
署

名

累

計

数

５
８
８
９
筆
す（７
月
１
１
日
現
在
）

雨のなか今年も北電株主総会会場前で抗議行動
一道原発連、脱原発北電株主の会と共同でアピールー

道原発連と国民大運動北海道実行委員会は6月 27日 午前 9時から、降 り
しきる雨の中「脱原発をめざす北電株主の会」と共同で、北電の第 94回株
主総会会場前で 「北電は泊原発から撤退を決断せよ」「日本一高い電気料金
を引き下げよ」「原発が停止 していても電気は足 りている。泊原発は再稼働
せず直ちに廃炉にせよ」などをアピール しました。(写真は横断幕掲げアピール
する道原発連加盟団体と脱原発北電株主の会のメンバー)
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【地
域
の
会
の
活
動
紹
介
】
今
号
は
、
泊
原
発
か
ら
３
０
キ
ロ
圏
の
後
志
管
内
寿
都
町
で
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

福
島
視
察
ツ
ア
ー
報
告
会
の
取
り
組
み

寿
都
町
　
幸
坂
順
子

原
発
さ
え
な
け
れ
ば
日
々
の
暮
ら
し
が
営
ま
れ
て
い
た
は
ず

道
原
発
連

の
福
島
視
察
ツ
ア
ー

（
５
＼
２
１
～
２
　
　
線
は
駐
停
車
も
禁
じ
ら
れ
、
た
だ
通
過
す
る
の
み
。

２
）
に
寿
都
か
ら
２
名
が
参
加
し
ま
し
た
。　
　
　
　
　
道
路
両
側
に
建

つ
家

々
の
入
口
に
は
立
ち
入
り
で

き
な
い
よ
う
に
頑
丈
な
ゲ
ー
ト
が
設
け
ら
れ
、
こ
こ

が
人
の
住
め
る
場
所
で
は
な
い
こ
と
を
物
語

っ
て

い
て
衝
撃
的
で
し
た
。

持

っ
て
行

っ
た
線
量
計
は
、
線
量
が
高
い
こ
と
を

報
せ
る
音
が
鳴
り
響
き
、
福
島
第

一
原
発
に
近
づ
く

そ
の
ほ
か
、
知
り
合
い
が
主
宰
し
て
い
る
ル
ー
テ

ル
教
会

の
礼
拝
に
参
加
し
た
折
に
も
福
島

の
報
告

を
し
ま
し
た
。
（参
加
５
名
）
皆
さ
ん
と
て
も
熱
心

に
聞
い
て
く
だ
さ
り
、
署
名
を
訴
え
た
と
こ
ろ
、
小

少
人
数
の
報
告
会
で
双
方
向
の
話
が
で
き
「福
島
の
現
状
が
よ
く
分
か
っ
た
」と
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
る

寿
都
町
は
泊
原
発
か
ら
３
０
キ
ロ
圏
内
に
あ
り
、
　
　
稼
働
に
賛
成
し
て
い
ま
す
。
（町
で
運
営
し
て
い
る
　
　
ず
新
婦
人
で
報
告
会
を
開
き
ま
し
た
。
１
回
目
は
私

基
幹
産
業
は
漁
業
で
す
。
い
っ
た
ん
原
発
に
事
故
が
　
　
風
力
発
電
の
電
気
を
北
電
に
買

っ
て
も
ら

つ
て
い
　
　
た
ち
を
除
き
３
名
、
２
回
日
は
６
名
の
参
加
で
し
た
。

あ
れ
ば
、
漁
業
は
壊
滅
的
打
撃
を
受
け
ま
す
。
に
も
　
　
る
の
で
北
電
に
恩
義
を
感
じ
て
い
る
？
）
　

　

　

　

　

参
加
者
が
少
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
双
方
方
向
の
話

か
か
わ
ら
ず
町
長
は
、
こ
の
ま
ま
で
は
電
気
料
金
が
　
　
　
私
た
ち
は
、
こ
こ
で
見
た
こ
と
を
帰
っ
た
ら
ぜ
ひ
　
　
が
で
き
て

「福
島
の
現
状
が
よ
く
分
か
っ
た
」
と
感

高
く
事
業
所
の
経
営
を
圧
迫
し
て
い
る
と
し
て
再
　
　
周
り
の
人
々
に
伝
え
よ
う
と
話
し
合
い
ま
し
た
。
ま
　
　
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
針

再
稼
働
さ
せ
な
い
道
民
署
名
の
反
応
は
と
て
も
よ
く
ほ
と
ん
ど
の
方
が
快
く
応
じ
て
く
れ
「
信
者
さ
ん
の
分
を
集
め
て
き
ま
す
」
と
い
う
方
も
　
　
　
　
　
　
　
　
．

樽
か
ら
来
て
い
る
牧
師
夫
人
が
、
「信
者
さ
ん
の
分

　

　

鞠
濾
置
明
ｍ

を
話
す
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。　
　
　
　
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

を
集
め
て
き
ま
す
」
と
５
枚
ほ
ど
用
紙
を
持

っ
て
帰
　
　
鰊
抵
Ｆ
鳳
誦

　

道
民
署
名
は
、
一
軒

一
軒
訪
問
し

に
つ
れ

（国
道
６
号
線
か
ら
第

一
原
発
ま
で
ｌ

ｏ
５

ｋ‐ｎ
）
、　
１

・
９
夕】
�
，　
２

・
３

】々
飾
、　
２

ｏ
４
７
″】

�
、
２

・
５
７
舒
計
と
、
締
め
切

っ
た
車
内
で
も
線

量
が
ど
ん
ど
ん
高
く
な
り
ま
し
た
。

（日
本
の
自
然

放
射
線
量
は
毎
時
Ｏ

ｏ
０
４
餌
�
）
　

原
発
さ
え
な

け
れ
ば
日
々
の
暮
ら
し
が
営
ま
れ
て
い
た
は
ず
の

町
々
で
す
。

ら
れ
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
訴
え
て
い
ま
す
が
、
反
応
は
と
て
も
よ
く
、
ほ
と

沢
山
の
人
を
集
め
て
の
報
告
会
　
　
ん
ど
の
方
が
快
く
応
じ
て
く
れ
ま
す
。
現
在
７
０
筆

は
出
来
て
い
ま
せ
ん
が
、
人
が
何
人
　
　
余
り
集
ま

っ
て
い
ま
す
が
、
後
志
住
民
の
会
で
決
め

か
い
た
ら
福
島
で
見
て
き
た
こ
と
　
　
て
い
る
年
内
目
標
達
成
を
め
ざ
し
て
、
さ
ら
に
頑
張

脱
原
発
・自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
す
す
め
る
苫
小
牧
の
会
（脱
原
発
苫
小
牧
の
会
）が
、
２
つ
の
声
明
を
発
表
―
政
府
等
関
係
機
関
に
送
付

脱
原
発
苫
小
牧
の
会

（浦
田
操
会
長
）
は
７
月
５
日
、
第
５
次

エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
の
閣
議
決
定
に
抗
議
し
て
そ
の
撤
回
を
求
め
る
声
明
と
、
東
海
第
２
原
発

「適

合
」
判
断
お
よ
び
大
飯
原
発
３

ｏ
４
号
機
運
転
決
定
に
抗
議
し
、
そ
の
撤
回
を
求
め
る
声
明
を
発
表
し
、
政
府
等
関
係
機
関
に
送
付
し
て
い
ま
す
。

２
つ
の
声
明
は
、
福
島
原
発
事
故
の
教
訓
に
反
し
、
　

原
子
力
規
制
委
が
、
原
則
４
０
年
運
転
の
ル
ー
ル
に
　
　
ま
た
同
日
名
古
屋
高
裁
金
沢
支
部
が
、
大
飯
原
発
３

原
発
推
進
に
固
執
す
る
第
５
次

エ
ネ
基
本
計
画
を
　
　
反
し
、
老
朽
原
発

・
東
海
第
二
原
発
の
延
長
運
転
に
　
　
４
号
機
の
運
転
差
止
の

一
審
判
決
を
覆
し
、
運
転
を

安
倍
内
閣
が
閣
議
決
定
し
た
こ
と
、
７
月
４
日
に
は
　
　
お
墨
付
き
を
与
え
る
審
査
書
を

「適
合
」
と
判
断
、　
　
可
と
す
る
決
定
を
下
し
た
こ
と
に
抗
議
す
る
も
の
。



【
原
発
連
一〓
―
ス
に
み
る
道
原
発
連
の
歩
み
】
　

第
２
２
回

今
号
に
は
、
原
発
連

ニ
ュ
ー
ス
第
１
０
２
号

（９
８
年
４
月
１
日
）
か
ら
第
ｌ
ｏ
６
号

（９
８
年
６
月
２
４
日
）
ま
で
を
紹
介
し
ま
す
。

科
技
庁
の
新
提
案
（貯
蔵
工
学
セ
ン
タ
ー
計
画
を
取
り
や
め
深
地
層
試
験
実
施
）め
ぐ
り
幌
延
問
題
Ｑ
＆
Ａ
作
成
し
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
ヘ

第
ｌ
ｏ
２
号

（９
８
年
４
月
１
日
）
は
、
「私
は
　
　
―
卜
」
活
動
を
４
月
３
日
か
ら
開
始
し
、
そ
れ

へ
の
　
　
北旦
只
に
、
「核
抜
き
研
究
施
設
を
言
い
出
し
た
の
が

こ
う
考
え
る
―
幌
延
問
題
Ｑ
＆
Ａ
］
を
特
集
し
、
「幌
　
　
協
力
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
山
内
閣
当
時
の
五
十
風
広
三
官
房
長
官
だ
っ
た
」

延
問
題
と
は
何
で
す
か
」
ズ
「
回
、
幌
延
町
に
提
案
　
　
　
さ
ら
に
第
ｌ
ｏ
３
号

（
（９
８
年
５
月
１
日
）
で
　
　

，）と
に
も
言
及
、
民
主
党
や
連
合
労
組
が
反
対
し
な

さ
れ
て
い
る
の
は
何
で
す
か
」
「最
終
処
分
場
は
ど
　
　
は
、
「幌
延
問
題
と
第
１
回
定
例
道
議
会
」
と
題
し
　
　
い
背
景
に
も
触
れ
て
い
ま
す
。

ん
な
手
順
で
作
ら
れ
る
の
で
す
か
」
「地
層
処
分
と
　
　
て
共
産
党
の
大
橋
晃
道
議
団
長
の
道
政
報
告
を
特

　

　

第
１
０
５
号

（９
８
年
６
月
２
３
日
）
で
、
幌
延

は
？
」
な
ど
の
設
間
を
建
て
、
科
技
庁
が
９
８
年
２
　
　
集
し
、
科
技
庁
の
新
提
案
の
問
題
点
を
、
国
が
前
年
　
　
問
題
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
に
つ
い
て
特
集

月
２
６
日
に
幌
延
町
に

「貯
蔵
工
学
セ
ン
タ
ー
計
画
　
　
（９
７
年
）
の
４
月
と
７
月
に
相
次
い
で
高
レ
ベ
ル
　
　
し
、
科
技
庁
の
新
提
案
に
反
対
が
７
８
％
、
提
案
を

を
取
り
や
め
、
新
た
に
深
地
層
試
験
を
実
施
し
た
い
」

放
射
性
廃
棄
物
処
分
に
つ
い
て
出
し
た
２
つ
の
報
　
　
受
け
入
れ
た
ら

「核
廃
棄
物
の
処
分
場
に
つ
な
が
っ

と
提
案
し
た
問
題
が
、
当
時
大
論
議
の
的
に
浮
上
し
　
　
告
書
の
内
容
を
示
し
て
、
「地
下
５
百
屑
～
千
腐
に
　
　
て
い
る
と
思
う
」
が
７
９
％
の
一
方
、
科
技
庁
の
新

て
い
た
こ
と
を
踏
ま
え
た
Ｑ
＆
Ａ
で
す
。
新
提
案
の
　
　
深
地
層
研
究
施
設
を
作
れ
ば
、
そ
こ
が
将
来
の
処
分
　
　
提
案
が
あ

つ
た
こ
と
に
つ
い
て

「知
ら
な
か
っ
た
」

深
地
層
試
験
を
認
め
れ
ば
、
そ
れ
が
最
終
処
分
場
に
　
　
場
の
有
力
候
補
地
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
」
と
指
摘
、
　

が
３
４
％
に
及
び
、
道
民
合
意
の
前
提
が
著
し
く
損

さ
れ
る
危
険
が
危
惧
さ
れ
る
と
解
明
。
同
時
に
、
事
　
　
科
技
庁
の
新
提
案
を
受
け
入
れ
る
危
険
性
を
厳
し
　
　
な
わ
れ
て
い
る
と
警
告
し
て
い
ま
す
。

の
重
大
性
か
ら
、
「幌
延
問
題
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
　
　
く
追
及
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
大
橋
道
議
は
、
こ
の

「幌
延
問
題
」
と
と
も
に
、
泊
原
発
３
号
機
新
設
計
画
が
浮
上
し
、
道
内
各
政
党
に
公
開
質
問
状
を
提
出

第
１
０
４
号

（９
８
年
６
月
９
日
）
は
、
当
時
道
　
　
主
な
動
向
を
特
集
し
、
動
燃
を

「衣
替
え
」
す
る
だ
　
　
し
て
い
る
こ
と
、
泊
原
発
３
号
機
計
画
も

「環
境
」

内
の
原
発
問
題
で
焦
点
に
な

つ
て
い
る
２
つ
の
問
　
　
け
の

「動
力
炉

・
核
燃
料
開
発
事
業
団
法
の
一
部
改
　
　
イ
メ
ー
ジ
の
宣
伝
に
力
を
入
れ
て
い
る
こ
と
が
目

題
ｌ
①
幌
延

「貯
蔵
工
学
セ
ン
タ
ー
計
画
」
の
取
り
　
　
正
」
の
成
立
と
、
地
層
処
分
早
期
推
進
を
要
求
す
る
　
　
立
つ
の
も
こ
う
し
た
背
景
が
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。

や
め
と
科
技
庁
の
新
提
案
、
②
９
９
年
度
中
の
電
源
　
　
原
子
力
懇
談
会
の
最
終
報
告
が
原
子
力
委
員
会
に
　
　
　
第
ｌ
ｏ
６
号

（９
８
年
６
月
２
４
日
）
に
は
、
道

開
発
調
整
審
議
会
上
程
を
急
ぐ
北
電
の
泊
原
発
３
　
　
提
出
さ
れ
た
こ
と
、
地
球
温
暖
化
防
止
の
国
際
公
約
　
　
内
各
政
党

へ
の
公
開
質
問
状
に
対
し
、
新
社
会
党
と

号
機
計
画
―
に
つ
い
て
、
原
発
連
が
６
月
１
日
付
で
　
　
達
成
を
回
実
に
、
２
０
１
０
年
度
の

「長
期
エ
ネ
ル
　
　
共
産
党
の
２
政
党
か
ら
回
答
が
寄
せ
ら
れ
た
と
し
、

道
内
各
政
党
に
公
開
質
問
状
を
送
付
、
６
月
１
５
日
　
　
ギ
ー
需
給
見
通
し
」
原
案
で
、
原
発
に
つ
い
て

「二
　
　
回
答
全
文
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
２
政
党
と
も
、
科

ま
で
に
回
答
を
求
め
た
こ
と
も
報
じ
て
い
ま
す
。　
　
　
酸
化
炭
素
を
排
出
し
な
い
」
と
し
て

「１
８
０
０
億
　
　
技
庁
の
新
提
案
と
泊
原
発
３
号
機
計
画
に
、
と
も
に

同
時
に
同
号
に
は
、
原
発
問
題
を
め
ぐ
る
最
近
の
　
　
ｋ
Ｗ
時
」
（原
発
２
０
機
分
に
相
当
）
を
増
や
す
と
　
　
「反
対
」
の
回
答
で
し
た
。
（米
谷
道
保
記
）

ほ
ろ
の
ベ

◎
日
時

◎
会
場

◎
講
演
会

核
の
ご
み
を
考
え
る
全
国
交
流
会

及
び
講
演
会

７
月
２
８

（土
）
午
後
１
時
～
２
９
日

（日
）
１
２
時
迄

豊
富
町
セ
ミ
ナ
ー

ハ
ウ
ス

２
８
日
午
後
２
時
～
、
豊
富
町
定
住
支
援
セ
ン
タ
ー

と
き

ロ
ッ
タ

ｉｎ
岩
内

　
油
原
発
廃
炉

で
い
い
ん
で
な
い
か
い
！

◇
日
時
　
８
月
１
８
日

（土
）
１
２
時
～
１
９
日

（日
）
１
５
時
３
０
分

◇
会
場
　
山石
内
港
旧
フ
ェ
リ
ー
埠
頭
緑
地
公
園

（１
８
日
の
地
質
巡
検
、
パ
ネ
ル
デ
イ
ス
カ
ツ
シ
ョ
ン
は
案
内
ビ
ラ
参
照
）
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